
「大谷翔平選手からのグローブプレゼント」はこね到着

○12月定例会結果等
○一般質問
○委員会報告等
○議会ではこんなことをしています
○活動紹介

‥‥‥‥‥‥‥Ｐ２～３
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ４～７

‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ８～9
‥‥P10

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥P11

主　な　内　容

仙石原小学校体育館での贈呈式

湯本小学校校長室にて

箱根の森小学校 6年生の教室

令和６年２月
No.215
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議会 だより 　はこね第215号 令和 6年2月

第72号　令和５年度箱根町介護保険特別会計補正予算（第２号）
補正額　１６０万円
　　　　 　　 　① 人件費追加　１６０万円

第71号　令和５年度箱根町一般会計補正予算（第４号）
補正額　１０億８，２１１万円
　　　　 　　 　① 常備消防費、社会福祉総務費、事務局費等、人件費追加　２，０９８万７，０００円
　　　　 　　 　② ふるさと納税促進事業追加　５億２１万１，０００円
　　　　 　　 　③ 財政調整基金積立金追加　４億９，９７８万９，０００円
　　　　 　　 　④ 戸籍住民基本台帳費経常経費追加　１３５万３，０００円
　　　　 　　 　⑤ 介護保険特別会計繰出金追加　１６０万円
　　　　 　　 　⑥ 夜間保育施設補助事業　２７万円
　　　　 　　 　⑦ ごみ処理費経常経費・更生減　３，２６６万９，０００円
　　　　 　　 　⑧ 観光施設高付加価値化申請支援事業　１，２３４万円
　　　　 　　 　⑨ ハイキングコース等整備事業追加　４３４万１，０００円
　　　　 　　 　⑩ 道路維持費経常経費追加　５００万円
　　　　 　　 　⑪ 河川総務費経常経費追加　２００万円
　　　　 　　 　⑫ 町営住宅整備事業追加　１５５万円　　など

第66号　箱根町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
　初任給及び若年層の給料月額の引き上げ。期末勤勉手当の改定。在宅勤務等手当の新設。非常勤職員報
酬及び費用弁償に関する条例の一部改正。育児休業等に関する条例の一部改正。

第67号　特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正条例の制定について
　人事院勧告による一般職の期末手当の改定に伴う、町長、副町長 、教育長の期末手当の改定。

第68号　箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
　　　　 の制定について
　特別職の期末手当改定に伴う、議員の期末手当の改定。

第69号　箱根町国民保護協議会条例の一部を改正する条例の制定について
　国民保護等における更なる自衛隊との連携協力を図ることを目的として、自衛隊員を委員に任命するため、
現行の委員数を２０人から２５人に増員。

第70号　箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定について
　固定資産税の課税標準の特別等に関する規定の整備。軽自動車税の種別割のグリーン化特例の延長・見
直しに伴う整備等。

第76号　箱根町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　国民健康保険被保険者世帯に出産する予定または、出産した被保険者がいる場合、当該世帯の世帯主に
対して賦課する国民保険料のうち所得割額及び均等割額が軽減。

議決件数（12件）

補正予算（ 4 件 ）　可　決

主な内容

主な内容

条例改正（ 6 件）　可　決

12 月 定 例 会（11月30日～12月12日）
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議会 だより 　はこね 第215号令和 6年2月

議員別議案賛否一覧（賛否等が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

※　○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：議長は採決に参加しません。

議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

鈴
木
美
貴

勝
俣
陽
二

佐
藤
章
子

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

村
野
由
紀
子

勝
俣
泰
彦

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

山
田
成
宣

67 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

68 箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

69 箱根町国民保護協議会条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

70 箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 可決 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第73号　令和５年度箱根町水道事業会計補正予算（第１号）
補正額　６４４万１，０００円
　　　　 　　 　① 建設改良費追加　６４４万１，０００円
　水道施設がある民有地を購入するための費用を計上。

第77号　令和５年度箱根町一般会計補正予算（第５号）
補正額　１億３，３６９万３，０００円
　　　　 　　 　① 緊急支援給付金給付事業追加　１億２，５４４万３，０００円
　　　　 　　 　② 在宅重度障がい者等支援事業追加　６０万円
　　　　 　　 　③ 子育て世帯応援給付金給付事業追加　７６５万円

議 会 議 事 案 件

請願第２号　政府に「再審法改正」を求める意見書採択についての請願書
　総務企画観光常任委員会に付託となり、閉会中の継続審査となりました。

主な内容

主な内容

第74号　工事請負契約の一部変更について
　町営住宅整備事業の前田町営住宅外壁及び屋上改修工事に、追加の工事が必要となったことから工事請
負契約の金額を変更。
　当初金額　６，７９５万８，０００円 ➡ 変更後８，０７４万円

工事請負契約の一部変更（ 1 件 ）　可　決

第75号　仙石原公園いこいの家指定管理者の指定について
　指定管理者　一般社団法人箱根町シルバー人材センター　理事長　福住正巳　
　令和６年４月１日から令和８年３月３１日までの２年間

指定管理者の指定（ 1 件 ）　可　決
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議会 だより 　はこね第215号 令和 6年2月

12月定例会では、町政全般へ 7 人の議員が、13項目にわたる一般質問を行いま
した。質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿については質問議員が作
成しています。なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答共に、抜粋
したものとなっておりますので、ご了承ください。

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

一

般

質

問

町
の
考
え
方
を
問
う
！

質問者 質問内容 ページ

川口　延明 ・次世代の育成や将来の箱根ファンの創出へ向けた官民の連携協定に
　基づく施策について 4

勝俣　陽二 ・箱根町における買い物弱者に対する支援について
5

佐藤　章子 ・町の開発に関する将来のコンセプトを伺う

折橋　尚道 ・景観条例の見直し、自然環境維持、観光資源として重要な景観に
　関する取り組みについて

6
村野由紀子

・学校教育の充実について
・子育て環境の充実について
・冬季の備えと対応について

鈴木　美貴

・民泊、簡易宿所等の宿泊者による、近隣住民への生活環境悪化の改善
　について
・だれもが安全で使いやすい緑地や公共の場所を使えるようにするため
　の取り組みについて
・子育て施策について 7

山田　和江
･買い物不便対策について
･若者の定住化対策について
･ナラ枯れ対策について

川
口　

延
明 

議
員

FMヨコハマとの連携協定締結のメリットは
町 … 子供たちに未来に向けた創造力を育む機会を与えたい

　

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
と
の
協

定
締
結
に
至
っ
た
「
背
景・

経
過
」
は
何
か
？

　
町
長　

令
和
３
年
度
よ

り
、
誘
客
宣
伝
事
業
と
し

て
箱
根
観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
る
事
業
を
委
託
し
、

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
で
出
展
や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

で
の
箱
根
町
の
特
集
記
事
、
は
こ

ね
親
善
大
使
の
八
代
亜
紀
さ
ん
、

チ
ョ
コ
プ
ラ
の
松
尾
駿
さ
ん
に

よ
る
公
開
収
録
、
ま
た
人
気
レ

ポ
ー
タ
ー
に
箱
根
に
お
越
し
い

た
だ
き
町
内
で
生
レ
ポ
ー
ト
を

行
う
な
ど
、
箱
根
町
の
観
光
Ｐ

Ｒ
を
実
施
し
て
き
た
。
Ｆ
Ｍ
ヨ

コ
ハ
マ
で
は
神
奈
川
に
寄
り
添

う
ラ
ジ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
県
内
各
地
域
と
の
関
わ
り

を
よ
り
強
固
に
展
開
し
て
い
き

た
い
と
探
っ
て
い
た
が
、
そ
の

第
一
弾
と
し
て
、
箱
根
町
と
の

包
括
連
携
協
定
に
繋
が
っ
た
。

　

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
と
の
協

定
で
箱
根
が
期
待
す
る
こ

と
は
何
か
？

　

企
画
課
長
　
Ｆ
Ｍ
ヨ
コ

ハ
マ
が
連
携
し
て
い
る
神

奈
川
県
立
商
工
高
等
学
校
で
「
箱

根
」
を
研
究
課
題
の
テ
ー
マ
に

し
た
授
業
を
選
択
し
た
３
年
生

と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
具
体
な
内
容
は
、

「
箱
根
」
の
研
究
を
通
し
て
、
若

年
層
が
持
っ
て
い
る
箱
根
の
イ

メ
ー
ジ
や
課
題
か
ら
新
た
な
箱

根
を
生
徒
自
身
が
発
見
し
、
こ

れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
箱

根
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
に
つ
な
が

る
魅
力
を
考
え
た
商
品
の
開
発

や
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
な

ど
、
研
究
成
果
を
町
に
提
案
す

る
と
い
っ
た
事
業
か
ら
未
来
の

箱
根
に
繋
げ
た
い
。 一

般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
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議会 だより 　はこね 第215号令和 6年2月

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

　

増
加
す
る
無
人
宿
泊
施

設
、
民
泊
に
対
し
て
の
施

策
は
い
か
に
？

　

町
長　

法
令
に
よ
り
収

容
人
数
が
30
人
以
上
の
宿

泊
施
設
の
所
有
者
は
、
防
火
管

理
者
を
選
任
し
て
消
防
計
画
を

作
成
し
そ
れ
に
基
づ
き
初
期
消

火
を
は
じ
め
、
１
１
９
番
通
報

や
避
難
誘
導
な
ど
の
防
火
管
理

業
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
防
火
管

理
者
や
ス
タ
ッ
フ
を
常
駐
さ
せ

て
お
く
規
定
は
現
在
で
は
無
い
。

火
災
、
地
震
そ
の
他
の
緊
急
災

害
時
を
想
定
し
、
実
際
に
初
期

消
火
、
１
１
９
番
通
報
、
避
難

誘
導
等
の
対
応
が
迅
速
・
的
確
・

安
全
に
実
施
で
き
る
か
を
消
防

職
員
が
立
ち
入
り
検
査
に
依
り

検
証
し
適
切
に
指
導
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

民
泊
を
始
め
よ
う
と
す
る
方

に
は
、
ゴ
ミ
、
騒
音
問
題
を
含

め
住
宅
宿
泊
事
業
法
の
規
定
に

よ
る
届
け
出
機
関
で
あ
る
県
小

田
原
保
健
福
祉
事
務
所
に
届
け

る
以
前
に
、
箱
根
町
の
特
性
を

考
慮
し
地
域
の
ル
ー
ル
を
目
的

に
し
た【
民
泊
の
手
引
き
】に
て
、

各
種
分
野
に
お
い
て
関
係
各
課

と
調
整
を
図
っ
て
い
る
。
民
泊

に
起
因
す
る
諸
問
題
は
リ
ゾ
ー

ト
地
に
遊
び
に
来
て
の
解
放
感

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

観
光
を
楽
し
む
こ
と
を
促
す
為

に
も
、
同
時
に
町
民
の
生
活
環

境
も
保
全
維
持
さ
れ
る
よ
う
新

た
な
施
策
に
つ
い
て
も
関
係
部

署
で
連
携
を
図
り
つ
つ
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

佐
藤　

章
子 

議
員

町の開発に関する将来へのコンセプトを伺う
町 … 観光客、住民共に共生出来るよう研究・指導していく

勝
俣　

陽
二 

議
員

買い物弱者に対する支援策として「移動販売車」の導入は
町 … 来年度のできるだけ早い時期に移動販売を開始したい

　

本
町
の
よ
う
な
、
山
間

に
集
落
が
点
在
し
て
い
る

特
殊
な
地
形
で
あ
り
、
か
つ
人

口
減
少
に
よ
り
地
域
で
の
商
店

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
、

す
な
わ
ち
地
域
で
「
買
い
物
を
す

る
場
所
」
が
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
中
で
、
車
に
よ
る
移
動
手

段
は
、
生
活
す
る
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
は
、

様
々
な
理
由
に
よ
っ
て
運
転
免

許
証
を
返
納
さ
れ
る
方
が
町
内

で
増
加
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
る

移
動
手
段
を
も
た
な
い
高
齢
者

等
の
、
い
わ
ゆ
る
「
買
い
物
弱
者
」

が
増
加
し
、
買
い
物
に
不
便
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
切
実
な
声

が
届
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
移
動
手

段
を
も
た
な
い
高
齢
者
等
の
「
買

い
物
弱
者
」
に
対
す
る
支
援
策

と
し
て
は
、「
移
動
販
売
車
の
導

入
」
が
有
効
で
あ
り
、
必
要
で

あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
導
入

に
関
し
て
は
、
ぜ
ひ
検
討
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
は
。

　

町
長　

移
動
販
売
車
の

導
入
に
つ
い
は
、
来
年
度

の
導
入
に
向
け
て
、
現
在
準
備

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
近
隣
の
自
治
体
で
実
績
の
あ

る
「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
」
の

協
力
を
得
て
、
町
内
で
週
に
５
日

間
実
施
で
き
る
よ
う
、
現
在
、
各

地
域
の
自
治
会
に
事
業
内
容
を
説

明
し
て
い
る
と
と
も
に
、
移
動
販

売
車
を
停
め
る
場
所
な
ど
つ
い
て

相
談
し
て
い
る
。
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村
野　

由
紀
子 

議
員

折
橋　

尚
道 

議
員

こども家庭センター、こどもまんなか社会の実現を

持続可能な観光地を推進する条例改正を含めた取り組み

町 … こどもまんなか応援サポーター等取り組みを始めている

町 … 条例改定を含めた新たな取り組みを考えていく

　

公
明
党
女
性
局
で
日
赤

の
関
係
者
ら
を
招
き
献
血

教
育
の
推
進
に
つ
い
て
勉
強
し

た
。
献
血
年
齢
は
16
歳
か
ら
可

能
だ
が
近
年
、
少
子
化
の
影
響

等
に
よ
り
若
年
層
の
献
血
者
数

の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、

厚
労
省
で
は
献
血
普
及
啓
発
の

た
め
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
献

血
へ
の
理
解
を
促
す
ポ
ス
タ
ー

を
中
学
校
に
送
付
し
て
い
る
。
献

血
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
教
育
長　

大
事
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
国

や
関
係
団
体
等
か
ら
の
依
頼
に

は
、
可
能
な
範
囲
で
協
力
し
て

い
く
。　

児
童
福
祉
法
の
改
正
で

は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て

世
帯
、
子
ど
も
へ
一
体
的
に
相
談

支
援
を
行
う
機
関
と
位
置
付
け
、

こ
ど
も
家
庭
庁
が
所
管
と
し
て

い
る
。
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
組
ん
で
ほ
し
い
。

　

景
観
計
画
・
景
観
条
例

で
明
記
さ
れ
て
い
る
眺
望

点
や
視
点
場
な
ど
の
指
定
は
な

い
が
、
指
定
の
考
え
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
観
光

地
の
取
り
組
み
を
よ
り
効
果
的

に
す
る
た
め
に
、
条
例
の
改
正

は
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

町
長　

景
観
計
画
に
示

し
て
い
る
眺
望
点
の
指
定
要

件
を
踏
ま
え
な
が
ら
眺
望
点
の
指

定
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

回
遊
性
の
あ
る
街
な
み
の
形
成
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
都
市
整
備
課
長　
地
域
の
景
色

や
風
景
を
守
り
、
造
り
、
育
む
景

観
ま
ち
づ
く
り
は
非
常
に
重
要
な

施
策
で
あ
り
、
今
後
の
取
組
み
等

を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
そ
の
中

で
景
観
計
画
の
改
定
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
改
定
を
考
え
て
い
る
。

　

町
内
に
は
良
好
な
景

観
が
望
め
る
い
わ
ゆ
る

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
多
く

あ
る
。
景
観
維
持
の
伐
採
を
進

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

町
長　

こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
度
設
置
に
向
け
て
準
備

す
る
。
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

の
取
り
組
み
は
、
こ
ど
も
ま
ん

な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
町
民

や
事
業
所
な
ど
を
含
ん
だ
町
全

体
で
子
ど
も
・
子
育
て
を
応
援

す
る
た
め
町
も
サ
ポ
ー
タ
ー
就

任
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
取
り
組
み
は
町
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
・
若
者
に
対
し
て
何
が

で
き
る
か
を
町
民
と
と
も
に
考

え
て
い
き
た
い
。

　

町
長　

地
域
・
環
境
省

等
と
も
協
力
し
て
、
自
然

保
護
と
観
光
資
源
の
維
持
と
い
う

両
面
に
配
慮
し
、
所
有
者
へ
の
働

き
か
け
な
ど
、
景
観
伐
採
の
実
施

の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

案
内
看
板
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
利
用
し
た
多
言
語
に
よ
る

コ
ー
ス
案
内
や
緊
急
時
の
対
応

な
ど
の
掲
示
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。　

観
光
課
長　

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
に
す
で
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
の
併
記
を
進
め
て
い

る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
上
で
の

活
用
が
無
い
の
で
、
活
用
を
考
え

て
い
く
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
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エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
等

の
価
格
高
騰
に
世
界
中
が

襲
わ
れ
て
い
る
。
町
民
か
ら
「
節

約
も
限
界
」
の
声
が
聞
こ
え
て

い
る
。
実
質
賃
金
は
上
が
ら
ず
、

年
金
は
下
げ
ら
れ
、
社
会
保
障
の

負
担
は
増
え
、
消
費
税
も
連
続

し
て
増
税
さ
れ
た
。
寒
さ
が
厳

し
く
な
る
年
末
に
向
け
て
、
暮

ら
し
と
営
業
を
守
る
た
め
に
物

価
高
騰
対
策
を
質
問
す
る
。
初

め
に
、「
箱
エ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
券
」

の
支
給
に
つ
い
て
、
ま
た
、
出

し
て
く
れ
る
と
ど
ん
な
に
助
か

る
こ
と
か
と
の
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

町
長　

秋
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
は
多
く
の
観
光
客

が
き
て
お
り
、
ほ
ぼ
平
時
に
戻
り

つ
つ
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
国
の
低
所
得
世
帯
に
対
す

る
給
付
金
や
定
額
減
税
の
報
道

も
あ
る
の
で
現
時
点
で
は
ク
ー

ポ
ン
券
の
配
布
を
行
う
時
期
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

非
課
税
世
帯
の
７
万
円

は
当
町
で
２
０
０
０
世
帯

未
満
が
対
象
で
、
定
額
減
税
も
い

つ
実
施
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

困
っ
て
い
る
住
民
の
た
め
に
「
箱

エ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
支
給

す
べ
き
だ
。

　
町
長　

国
や
券
も
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
る
の
で

そ
の
必
要
は
な
い
と
私
は
考
え

て
い
る
。

　

次
に
在
宅
障
害
者
支
援

制
度
の
充
実
を
求
め
た
い
。

　

町
長　

現
在
も
燃
料
価

格
の
高
騰
が
続
い
て
い
る

の
で
追
加
交
付
を
す
る
。
自
動

車
燃
料
券
の
他
に
タ
ク
シ
ー
券

も
追
加
交
付
し
て
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

山
田　

和
江 

議
員

物価高騰対策・在宅障害者支援の充実を求める
町 … 自動車燃料券の他にタクシー券も追加交付する

鈴
木　

美
貴 

議
員

民泊、簡易宿所等による近隣住民への生活環境悪化の改善
町 … 管理会社への適切な対応を求めることを要望した

　

民
泊
条
例
に
つ
い
て
、

県
に
対
し
て
町
の
要
望
の

内
容
は
。

　

町
長　

条
例
制
定
か
ら

５
年
が
経
過
し
、
県
か
ら

見
直
し
に
つ
い
て
意
見
照
会
が
あ

り
、
区
域
と
期
間
の
継
続
と
併
せ

て
、
県
が
受
理
し
た
民
泊
の
苦
情

に
つ
い
て
、
町
へ
随
時
情
報
提
供

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
騒
音
や

ご
み
出
し
等
の
ル
ー
ル
違
反
に
対

す
る
管
理
会
社
へ
の
適
切
な
対
応

を
求
め
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

　

町
民
か
ら
「
軽
井
沢
は

民
泊
施
設
を
認
め
て
い
な

い
が
、
箱
根
は
な
ぜ
ダ
メ
な
の

か
？
」
と
聞
か
れ
る
が
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　

観
光
課
長　

軽
井
沢
町

で
の
民
泊
は
、
箱
根
町
と

同
様
に
法
令
や
県
の
例
規
等
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
う
え
で
軽

井
沢
町
が
「
民
泊
施
設
等
の
取
り

扱
い
基
準
」
を
設
け
、
町
内
で
の

民
泊
を
認
め
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
基
準
で
い
う
民
泊
施
設
は

「
県
に
届
出
を
行
い
営
業
さ
れ
る

民
泊
」
で
、
実
際
に
長
野
県
が
公

表
し
て
い
る
民
泊
施
設
一
覧
に
は

軽
井
沢
町
内
の
施
設
が
複
数
掲
載

さ
れ
、
町
に
よ
っ
て
町
内
の
民
泊

営
業
が
規
制
さ
れ
て
い
る
訳
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
箱
根
町
で
も
同

様
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
は
な
い
が
、
実
効
性
が
ほ
と

ん
ど
な
い
こ
と
、
特
定
の
人
が
安

ら
か
に
静
養
す
る
た
め
の
別
荘
地

と
し
て
発
展
し
た
軽
井
沢
と
不
特

定
の
人
が
訪
れ
、
サ
ー
ビ
ス
業
中

心
の
経
済
活
動
が
活
発
の
箱
根
で

は
、
民
泊
だ
け
を
断
る
施
策
を
採

る
こ
と
は
で
き
ず
、
軽
井
沢
町
と

の
違
い
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
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10
月
か
ら
新
た
な
委
員
構
成
と
な
り
、
去
る
11
月
８
日
に
消
防
指
令
シ
ス
テ

ム
更
新
に
つ
い
て
の
現
状
報
告
、
及
び
総
務
・
企
画
・
観
光
政
策
に
関
す
る
今

後
の
調
査
・
研
究
・
検
討
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
令
和
６
年
度
稼
働
予
定
の
新
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
・
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
１
１
９
（
映

像
伝
送
シ
ス
テ
ム
）
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
、
通
報
者
と
指
令
室

と
の
間
で
映
像
の
送
受
信
が
可
能
と
な
り
、
現
場
状
況
の
詳
細
を
明
確
に
伝
達

で
き
、
現
場
に
向
か
う
消
防
隊
・
救
急
隊
も
映
像
の
共
有
が
可
能
に
な
る
画
期

的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
観
光
地
創
り
を
主
眼

に
、「
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画
・
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
計

画・イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
対
策
及
び
民
泊
や
簡
易
宿
所
等
の
諸
問
題
」に
つ
い
て
、

調
査
検
討
を
し
て
行
く
こ
と
と
し
た
。

委
員
長　
　
勝　
俣　
泰　
彦

　
委
員
会
メ
ン
バ
ー
変
更
後
、
令
和
５
年
11
月
８
日
に
初
め
て
の
町
内
視
察
を

行
っ
た
。

　
今
回
は
、
二
酸
化
炭
素
が
地
球
温
暖
化
に
及
ぼ
す
影
響
が
も
っ
と
も
大
き
い

と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
へ
の
取
り
組
み
状

況
の
現
場
を
視
察
し
た
。
強
羅
で
「
環
境
配
慮
型
旅
館
」
へ
積
極
的
に
取
り
組

む
宿
泊
施
設
が
、
水
素
ガ
ス
の
調
理
コ
ン
ロ
を
導
入
し
て
、
料
理
の
提
供
を
し

て
い
る
。

　
こ
の
施
設
で
は
町
の
補
助
金
制
度
を
受
け
て
「
生
ご
み
処
理
機
器
」
の
導
入
・

活
用
、
そ
し
て
客
室
冷
蔵
庫
内
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ビ
ン
の
容
器
に
変
え
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
回
収
・
返
却
を
し
て
、
ゴ
ミ
と
し
て
排
出
し
な
い
取
り
組
み
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
補
正
予
算
で
可
決
さ
れ
整
備
に
着
手
し
た
町
道
法
面
崩
落
現
場
な

ど
２
か
所
を
視
察
し
た
。

委
員
長　
　
川　
口　
延　
明

総務企画観光常任委員会　中間報告

教育福祉環境常任委員会　中間報告

新消防指令システム概要説明

町道箱113号線現地視察

LIVE119・映像伝送システムの検証

強羅花扇「円かの杜」にて
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中
長
期
財
政
見
通
し
を
算
定
し
た
結
果
、
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
、
超
過
課

税
を
継
続
し
、
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
に
基
づ
く
施
設
管
理
、
行
財
政
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
収
支
改
善
効
果
の
見
直
し
を
図
っ
て
も
尚
、
財
源
不
足
が
見

込
ま
れ
る
と
の
報
告
を
行
政
よ
り
受
け
、
討
議
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
超
過

課
税
の
継
続
を
認
め
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
の
委
員
会
の
継
続
も
決

定
し
、
委
員
長
に
稲
葉
親
太
郎
委
員
、
副
委
員
長
に
川
口
延
明
委
員
と
決
定
し

ま
し
た
。

前
委
員
長　
　
勝　
俣　
剛　
一

　
新
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
稲
葉
親
太
郎
で
す
。
経
常
収
支
比
率
が
厳
し
い
当

町
に
あ
っ
て
、
財
源
見
通
し
が
中
長
期
的
に
約
４
億
円
か
ら
10
億
円
が
不
足
す

る
と
試
算
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り

ま
す
。
町
民
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
委
員
長　
　
稲 

葉　
親 

太 

郎

　
11
月
17
日
に
神
奈
川
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
自
治
功
労
者
表
彰
式
・
議

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
議
員
と
し
て
11
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
発
展
振
興
に
寄
与
し
た
功

績
に
よ
り
、
１
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
表
彰
式
終
了
後
、
心
停
止
を
さ
せ
な
い
、

心
臓
オ
フ
ポ
ン
プ
手
術
の
第
一
人
者
で
、
２
０
１
２
年
２
月
に
は
東
京
大
学
医

学
部
付
属
病
院
で
行
わ
れ
た
上
皇
陛
下
の
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
を
執
刀
し
た
、

「
順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科　
心
臓
血
管
外
科
学　
特
任
教
授　
学
校
法

人
順
天
堂
理
事
」
の
天
野
篤
氏
に
よ
り
、「
若
々
し
い
高
齢
者
で
あ
る
た
め
の
行

動
学
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
人
生
の
ス
ピ
ー
ド
と
い
う

も
の
は
、各
々
の
「
年
齢
に
応
じ
た
速
度
」
で
、進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
、
私
は
61
歳
な
の
で
、
61
㎞
の
速
度
で
日
々
前
進
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
例
え
ば
20
歳

の
方
は
20
㎞
の
速
度
で
、
80
歳

の
方
は
80
㎞
の
速
度
で
前
進
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
こ
の
講
演
は
、

と
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
り
、

絶
え
ず
こ
の
言
葉
を
意
識
し
、

一
日
一
日
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
　
広
報
広
聴
委
員
会
委
員

　
　
勝　
俣　
陽　
二

行財政改革調査特別委員会　委員長報告

神奈川県町村議会議長会　自治功労者表彰式・議員研修会

場所：葉山町福祉文化会館　ホール

12月5日に開催した委員会の様子
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動画配信の見方

箱根町議会FaceBookの画面

議会では、議会では、
こんなこともしています。こんなこともしています。

最新の活動報告は、フェイスブックで！

議会開催ポスター一般質問ネット配信実施中

議会カレンダー（議会HPに掲載）

今後インスタグラ
ムも検討中

https://www.facebook.com/hakonemachigikai

是非、登録と　　　　　　をお願いします。

カレンダーは、おおむね 3 か月先までの議会の予定を掲載。
随時更新します。

箱根町ホームページ
https://www.town.hakone.kanagawa.jp/ から、
　　　　　　　　　　ホーム画面から
　　　　　　　　　　箱根町議会のバナーをクリック。

次に、

議会録画配信から見ることができます。

出張所・町出先機関と地域の集会所・掲示板、
商店、コンビニ、金融機関などに本議会開
催の情報を掲示しています。

ココ
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　　　　　　　   　　　　　　　   箱根町再発見ツアー箱根町再発見ツアー に同行しました

「箱根町子育てシェアタウン」「箱根町子育てシェアタウン」 知ってますか？

「野球しようぜ」「野球しようぜ」 大谷選手グローブ贈呈

書初めを指導者と清書中の児童

箱根の森小学校始球式 大谷選手からの手紙

カードゲームに夢中！ 音楽止まるかな？イス取りゲーム

小学５・６年生・
中学生対象！

広報広聴委員会では、広報広聴委員会では、
議員と皆さんとの活動を紙面で紹介していきます。議員と皆さんとの活動を紙面で紹介していきます。

　昨年度から、始まった「箱根町子育てシェアタウン」プロジェクトには、複数の議員からも質問がされ
ており、今後のプロジェクトの推移をこれからも見守って参ります。

　今年度から新規交流事業として実施された“箱根町再発見ツアー”に視察を兼ねて
同行しました。　

　１２月１６日、箱根湯本駅から、甘酒茶屋、桃源台港、
大涌谷、強羅、宮ノ下を巡る予定でしたが、強風で海賊船
が欠航となったため、急遽元箱根集会場で、芦ノ湖のワカ
サギ漁・大涌谷の温泉・海賊船について各職場で働く青少
年指導員が講義を行い、児童・生徒からの質問に答えました。
早雲山―大涌谷間を往復したロープウエイが強風に揺られ、
アトラクションのようでした。早雲山駅において、ケーブ
ルカーの運転指令室・機械室で説明を受け、宮ノ下の常泉
寺では子どもたちが座禅を体験し、心を落ち着かせ集中し
ていました。
　参加した児童・生徒は、朝から他の学校の児童・生徒や
青少年指導員と１日を過ごし、新しい発見と共に貴重な経
験ができたことと思います。

　１月９日、小学校で始業式が行われ、同時に
ドジャース大谷翔平選手から贈られた野球グ
ローブの贈呈式がありました。校長先生が、大
谷選手からの「野球しようぜ」と締めくくられ
たお手紙を朗読し、児童に手渡していました。
　グローブは左利き用を含めて三つ。子供たち
は仲良く交代でグローブをはめていました。学
校の先生方は飾るのではなく、実際に使ってい
く方法を模索していくと言っております。
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広
報
広
聴
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委 

　 

員

村
野
由
紀
子

折

橋

尚

道

鈴

木

美

貴

勝

俣

陽

二

佐

藤

章

子

勝

俣

泰

彦

※２月14日（水）開催の議会運営委員会において決定いたしますので、変更と
なる場合があります。
　詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせいただくか、町議会
ホームページの議会カレンダーをご覧ください。

３月定例会の日程（予定）３月定例会の日程（予定）

はこね　再発見　　　湯本山崎のだるま絵はこね　再発見　　　湯本山崎のだるま絵

洞爺湖町　来町洞爺湖町　来町

2月21日（水）予算説明
3月1日（金）一般議案、6日（水）予算審議
7日（木）予算審議、11日（月）予算審議
14日（木）一般議案、15日（金）一般議案

本会議

　
国
道
１
号
線
を
箱
根
か
ら
小
田
原
に
向
か
い
、
湯
本
「
山
崎
」
の
信
号

機
か
ら
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
左
側
の
斜
面
に
あ
る
だ
る
ま
の
絵

を
目
に
し
た
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。「
交
通
安
全
之
碑
」
と
書
か
れ
、

だ
る
ま
絵
の
左
側
に
「
止
ま
り
ま
す
　
待
ち
ま
す
　
車
の
き
れ
る
ま
で
」

と
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
だ
る
ま
の
絵
は
湯
本
山
崎
に
住
ん
で
い

た
、
日
本
画
家
の
直
井
白
雲
さ
ん
が
描
い
た
だ
る
ま
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
い
つ
、
だ
れ
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
の
か
、
箱
根

町
や
長
年
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
々
に
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
詳
細
な
こ

と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
井
町
に
も
「
交
通
安
全
祈
願
だ
る
ま
碑
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
、
昭

和
52
年
に
建
立
さ
れ
、
同
じ
く
直
井
白
雲
さ
ん
が
描
い
た
だ
る
ま
が
モ

チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
40
〜
50
年
代
は
交
通
事
故
が
多
発
し
た
時
代
で
、
ど
ち
ら
も
交
通

事
故
に
よ
る
犠
牲
者
の
冥
福
と
交
通
安
全
を
祈
願
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
い
ま
も
、
み
ん
な
の
安
全
を
祈
っ
て
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

投
稿
者
　
広
報
広
聴
委
員
会
　
鈴
木
美
貴
委
員
）温泉場入口バス停から湯本橋を渡り

突き当たりを，右（熊野神社手前）

大井町のだるま絵

　1月2・3日に行われた箱根駅伝１００回記念大会
に、姉妹都市の洞爺湖町から下道英明町長と大西智議
長、経済部観光振興課秦野主幹が箱根芦ノ湖園地の
ゴール・スタート地点に応援に来てくれました。
　当日は、勝俣町長と山田議長が出迎え、姉妹都市と
しての交流を深めました。洞爺湖町の皆様は、3日早
朝選手のスタートを見届けて北海道にお帰りになりま
した。

山崎のだるま絵


